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1．はじめに 
 発表者を全⽅位から撮影した映像と聴衆側にお
ける全天球映像を利⽤する遠隔プレゼンテーシ
ョンをより効果的に実施する仕組みが検討され
ている[1][2]．しかし，発表者と聴衆が互いの位
置を把握し，全⽅向のコミュニケーションを容易
にすることは未だ困難である．筆者らは，より効
果的なプレゼンテーションシステムを実現でき
る，全⽅位プレゼンテーション機能，中継機能，
全⽅位視聴機能の三つから構成されるシステム
を提案しており，これまでに，効果的な遠隔プレ
ゼンテーションのための全⽅位視聴機能を提案
してきた[3]．本稿では，主に発表者側のプレゼン
テーション機能に焦点を当て，発表者と聴衆のよ
り効果的なコミュニケーションの実現を可能と
する複数地点の全⽅位映像を考慮した表⽰機能
を検討したので報告する． 
2. システム概要 
 本研究のシステム概要を図 1 に⽰す． 

図 1 システム概要 
 システムは効果的なプレゼンテーションを実現
するために，図１に⽰す A〜C の全⽅位映像通信
を要件としている． 
 

A) 発表者と聴衆が互いの位置を把握すること
ができる 

B) 発表者と聴衆が 1:N 
C) 聴衆が移動を伴うことができる 

A〜C の要件を満たすためにシステムは，発表
者側の全⽅位プレゼンテーション機能と中継側
の中継機能と聴衆側の全⽅位視聴機能の 3 つで構
成される．全⽅位プレゼンテーション機能では，
発表者と発表する対象物を複数のカメラで囲み
撮影した発表者側の映像を，中継機能を通し聴衆
側のスマートグラスに送信する．全⽅位視聴機能
では，中継機能から受信した発表者の映像を，聴
衆側のスマートグラスで聴衆各々の位置により，
映像を切り替え全天球カメラの位置に投影する．
また，聴衆側の全天球カメラで撮影した聴衆の映
像を中継機能へ送信する．中継機能では，複数の
聴衆の地点から送信された映像を，聴衆の地点数
に応じて，映像を加⼯する．その映像を全⽅位プ
レゼンテーション機能で，発表者が装着するスマ
ートグラスへ映像を表⽰する． 
3. 全⽅位プレゼンテーション機能 
 複数の聴衆の地点の全天球映像を，発表者が装
着するスマートグラスで視聴するために，全⽅位
プレゼンテーション機能では聴衆の地点数に基
き映像を表⽰する．より詳細な聴衆の情報を発表
者に伝えるため，聴衆の背景映像を含めて表⽰す
る．しかし，複数の全天球映像を⼀つの画⾯上で
表⽰することは困難である．そのため，背景映像
を含めた複数の聴衆の映像を適切に⾒ることが
できる最⼤の聴衆の地点数を N とする．表⽰する
形式は，聴衆の地点数が 1〜N，N 越えの 2 つの
段階に分ける． 

聴衆の地点数が 1〜N 地点の場合で，地点数が
1 のときには，全天球映像をスマートグラスに表
⽰する．地点数が 1 より⼤きい場合は，聴衆の全
天球映像をパノラマ映像に変換し，スマートグラ
ス内の画⾯に配置する．この際に発表者の向きに
応じてパノラマ映像を表⽰する．聴衆の地点数増
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加に伴い，パノラマ映像を上下に重ねスマートグ
ラス内の画⾯に配置する．画⾯内に収めるために
地点数増加毎に各パノラマ映像の下部を削る．地
点数増加を考慮した表⽰映像を図２に⽰す． 

図 2 地点数が 2~N の表⽰映像 
聴衆の地点数が N 越えの場合を図 3 に⽰す．全

天球映像からパノラマ動画に変換後，その映像か
ら⼈だけを検出しトリミングする．最後に各トミ
ングした映像を⼀つの映像に合成し，発表者のス
マートグラスに表⽰する． 

図 3  N 越えの場合のスマートグラスでの表⽰映像 
全天球映像を利⽤した遠隔プレゼンテーション

の場合には，聴衆がどの⽅向から発⾔したか分か
りづらい問題がある．そのため発⾔者の位置を強
調するミニマップを付け加える．この機能のイメ
ージを図 4に⽰す．画⾯右下に発表者を上から俯
瞰したような UI を表⽰する．ミニマップの中⼼
が発表者で，⿊丸のアイコンが発⾔者の位置に相
当する．聴衆各々の位置は，全天球カメラからの
位置とする．聴衆各々は発表者を表⽰するときに
全天球カメラをスマートグラスで認識する．その
際に，全天球カメラの位置を取得し，全天球カメ
ラを中⼼とした聴衆各々の位置を取得する．発⾔
者の位置を表⽰するために，聴衆各々のスマート
グラスで⾳声を認識した場合に，中継機能を介し
発表者側のスマートグラスに位置を送信する． 

図 4 発⾔者の位置強調 

4. プロトタイプシステム 
 全⽅位プレゼンテーション機能での効果的な聴
衆の視聴⽅法を評価するためのプロトタイプシ
ステムの利⽤イメージを図 5に⽰す．評価実験を
するためのアプリケーションは，Unityと Google 
AR Coreを利⽤し Android 端末に実装した．スマ
ートグラスでアプリケーションを⾒るために， 
Android 端末の画⾯をMoverio BT-30C に投影し
た．表⽰する聴衆は 3 地点にし，表⽰する映像に
は予め撮影した映像を⽤いた．  

図 5 プロトタイプシステム利⽤イメージ 
5. まとめ 
 本稿では，複数の聴衆の地点の全⽅位映像を考
慮した全⽅位プレゼンテーション機能について
提案した．聴衆映像の表⽰⽅法を聴衆の地点数毎
により変更し，また，聴衆の中に発⾔する⼈がい
る場合への対応について触れた．今後は，全⽅位
プレゼンテーション機能がより効果的な遠隔プ
レゼンテーションを実現できるかを調査するた
めに，プロトタイプシステムを⽤いて，利⽤シナ
リオに基づく評価実験を⾏う予定である． 
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